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概  要 

※全体の概要 

本事業では、市販のタブレット型情報端末を利用し、言語障害者向け支援機器として活用されている

「ト―キングエイド」の機能を実現するとともに、さらなる機能アップと対象ユーザの拡張を目指し、

アプリケーションソフト開発、ハードウェア開発、音声合成等の組込開発を行った。 

平成２２年度は２年計画の１年目として、実証試験が可能となる試作機の開発及び実証試験計画の立

案を行い２年目に行う実証試験計画の妥当性を検証した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※試作した機器またはシステム１  アプリケーションソフト開発 

既存トーキングエイドの仕様をベースに当事者からの改善要望を盛り込み、iOS*1上で動作するアプリ

ケーションソフトを開発した。又、メール機能やシンボル（絵文字）キーボード、大型キーボードを付

加するとともに、発達障害、知的障害、神経難病患者、失語症等へのユーザ拡張のため、シンボルによ

る録音再生（ＶＯＣＡ*2）ソフト、スケジュールソフト、タイマーソフト、外部センサ入力によるオー

トスキャンを開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

＜用語の説明＞ 

*1)iOS ：Apple社製の iPhone、iPod、iPadに搭載されている基本ソフト。 

*2)VOCA：Voice Output Communication Aidsの略称で音声出力を持つコミュニケーション支援機器の総称。 

図 概要－２．トーキングエイドアプリ 図 概要－３．録音再生ＶＯＣＡアプリ 

サーバー構築 

肩掛けベルト キーガード 専用ケース 

トーキングエイド 

シンボルキーボードスキャン入力 大型キーボード 

録音再生ＶＯＣＡ スケジュール タイマー プロセス提示支援ツール 

ボランティアサイト 
タブレット型情報端末

iPad スイッチI/F センサ 

ハードウェア開発品 

アプリケーションソフト開発品 組込み開発品 

図 概要－１．開発内容 

スイッチ適合支援ツール 音声合成 
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※試作した機器またはシステム２ 専用ケース開発 

障害者が利用する上で必要となる耐衝撃性、防滴性、可搬性、設置性に関して、既存トーキングエイ

ドと同等性能を持たせるために、タブレット型情報端末（iPad）専用ケースを開発した。 

又、この専用ケースに取り付けが可能な、従来のトーキングエイドで実績のある誤入力防止穴開きプ

レート（キーガード）と肩掛けベルトを開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※試作した機器またはシステム３ 音声合成組込み開発 

本開発では、より人間に近い音質・抑揚を有し、しかも親近感が持てる音声合成とするために、パー

ソナルコンピュータ向けに実績のある日立ケーイーシステムズ製音声合成ライブラリをベースとして、

タブレット型情報端末（iPad）向け音声合成ライブラリの組み込み開発を行った。音声の種類は、男性、

女性に加え、男の子の声、女の子の声が選択でき、それぞれ利用者の好みに応じて声の高さ、発声スピ

ードを変えられるようにした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

肩掛けベルト 

ｉＰａｄ 

ハードケース 

キーガード 

ゴムカバー 

図 概要－４．専用ケース 

図 概要－５．音声合成ライブラリ関連図 

アプリケーションソフト 

音声合成ライブラリ 

音声出力機能 

iOS 

①テキストデータ ②合成音データ 
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※試作した機器またはシステム４ スイッチI/F*3 開発 

重度肢体不自由者を対象にした意思伝達装置としての利用拡大を図るために、外部スイッチによる

入力Ｉ／Ｆとして、一般に障害者用として使用されているスイッチ、センサが接続できるスイッチＩ

／Ｆを開発した。タブレット型情報端末（iPad）とスイッチI/Fは Bluetooth *4によるワイヤレス接続

で、障害に応じて適用された１個又は２個又は５個のスイッチ入力でトーキングエイドアプリケーシ

ョンを操作可能とした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

※試作した機器またはシステム５ プロセス提示支援ツール、スイッチ適合支援ツール組込み開発 

高次脳機能障害（遂行機能・記憶障害など）や発達障害により、作業の遂行に難のある者・児への利

用拡大を図るために、作業の手順を遂行状況に応じて動画とテキストで示すプロセス提示支援ツールを

タブレット型情報端末（iPad）で利用できるように組込み開発を行った。 

又、重度肢体不自由者への利用拡大を図るために、スイッチ適合を行うセラピストなどの作業を支援

するスイッチ適合支援ツールの組込み開発を行った。 

 

 

 

 

 

 

  
＜用語の説明＞ 

*3)スイッチ I/F ：スイッチインターフェイスの略で、重度身体障害者が使うスイッチと iPadの間に立っ

て、スイッチ信号のやり取りを仲介するもの。 

*4)Bluetooth(ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽ)：近距離無線通信規格のひとつ。携帯電話のヘッドセット等に使われている。 

  
図 概要－８．プロセス提示支援ツール 図 概要－９．スイッチ適合支援ツール 

 

プッシュスイッチ 

機能切替スイッチ 

スイッチ入力端子 

（５個） 

ディップスイッチ 

（6ｃｈ） 

電源スイッチ 

動作確認ＬＥＤ 

図 概要－６．スイッチ I/F 

図 概要－７．２スイッチ接続 
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障害者自立支援機器等開発促進事業 

総括報告書 

タブレット型情報端末を利用したトーキングエイドの開発 

開発代表機関 株式会社バンダイナムコゲームス 

開発要旨 

本事業では、言語障害者向け支援機器として従来から活用されている「ト―キングエイ

ド」の機能を市販のタブレット型情報端末ハードウェア（ｉＰａｄ）を利用して実現する

ため、アプリケーションソフト開発、専用ケース開発、音声合成の組込み開発を行った。 

又、タブレット型端末の特徴を活かして、従来のトーキングエイドでは難しかったメー

ル機能やシンボル（絵文字）キーボード等を付加して既存ユーザのニーズを充足させると

ともに、シンボルによる録音再生（ＶＯＣＡ）ソフト、スケジュールソフト、タイマーソ

フト、プロセス提示支援ツール、スイッチ I/F及びスイッチ適合ツールによる外部センサ

入力機能を開発することで、発達障害児・者、知的障害児・者、失語症患者、重度肢体不

自由者等の対象ユーザへの拡張を目指した。 

平成２２年度は２年計画の１年目として、実証試験が可能となる試作機の開発及び実証

試験のための計画を立案、１施設４名による実証試験を実施し２年目に行う実証試験計画

の妥当性を検証した。 

 

小野雄次郎・バンダイナムコゲームス研究員 

川田 哲男・バンダイナムコゲームス研究員 

遠山 茂樹・バンダイナムコゲームス研究員 

大野 良二・日立ケーイーシステムズ主任技師 

岡  高志・日立ケーイーシステムズ主任技師 

梶谷  勇・産業技術総合研究所研究員 

山田 栄子・ｅ－ＡＴ利用促進協会副理事長 

 

Ａ．開発目的 

日常生活用具給付制度の携帯用会話補助装置

に該当する障害者のためのコミュニケーション

支援機器「トーキングエイド」は１９８５年の

発売以来、脳性麻痺者（児）を対象ユーザの中

心に、多くの会話が不自由な人たちに意志を伝

える機器として利用されてきた。 

しかしながら、近年、ＩＣＴ技術や情報機器

の進歩、障害者を取り巻く住環境の整備等によ

り、一昔前とは障害者のニーズが変化してきて

おり、支援機器においても単に障害を補う機器

から、より快適で豊かな生活を送るための機器

を求める声が多くなってきている。 

言語障害者のコミュニケーション機器に対す

るニーズにおいても、意思をより早く快適でス

ムーズに伝えるためのニーズと社会生活に適応

するために、生活状況に応じた各種機能への多

様なニーズが求められている。 

これらのニーズは、トーキングエイドに付属

するアンケートはがきの回答からも見て取れる

とともに、２００９年の第２４回リハ工学カン
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ファレンスの当事者セッションでもトーキング

エイダーズの人たちにより発表されている。 

そこで本開発では、特定の障害者のための専

用機の開発という従来の考え方を改め、一般に

普及しているタブレット型情報端末（Ａｐｐｌ

ｅ社製ｉＰａｄ）をプラットフォームとして、

既存ユーザのニーズの充足と対象ユーザの拡張

を図り、障害者の豊かな生活に寄与することを

目的に、肢体不自由を伴う言語障害者向けコミ

ュニケーション機器として利用可能なアプリケ

ーションソフトと周辺機器の開発を行った。 

＜従来機との相違点＞ 

○ ハードに市販のタブレット型情報端末を利

用することで、多機能を安価に提供。 

○ 聴き取り易く、親しみ易い音声合成を装備。 

○ 電子メールの利用が可能。 

○ 文字が理解できない障害者の利用を可能と

するため、絵文字（シンボル）入力に対応。 

○ キーボード、表示文字の拡大が可能。 

○ 外部入力スイッチによる操作が可能。 

○ 知的障害者の利用を考慮し、録音再生ＶＯ

ＣＡとしての利用が可能。 

○ 生活を支援する以下のアプリケーションソ

フトを付加。 

・ スケジュールソフト 

・ タイマーソフト 

・ プロセス提示支援ツール 

 
Ｂ．開発する支援機器の想定ユーザ 

想定ユーザは、従来のトーキングエイドの既

存ユーザ及び新規機能による新たなユーザに分

けられる。 

＜既存ユーザ＞ 

○ 言語障害を有する脳性麻痺者（児） 

○ 言語遅滞を有する発達障害児（者） 

○ 脳血管障害による構音障害者 

○ 喉頭摘出による言語障害者 

＜新規ユーザ＞ 

○ 自閉症児 

○ 知的障害児 

○ 失語症患者 

○ ＡＬＳ等の進行性難病患者 

 

Ｃ．開発体制 

本事業における開発体制は以下の通り。 

（１）開発分担者 

●全体管理 

 株式会社バンダイナムコゲームス 

 ●アプリケーションソフト開発 

  株式会社バンダイナムコゲームス 

 ●専用ケース開発 

  株式会社バンダイナムコゲームス 

●音声合成組込み開発 

株式会社日立ケーイーシステムズ 

●スイッチI/F開発 

株式会社日立ケーイーシステムズ 

●プロセス提示支援ツール、スイッチ適合支

援ツール組込み開発 

独立行政法人産業技術総合研究所 

●実証評価試験準備、Webサイト構築 

ＮＰＯ法人 ｅ-ＡＴ利用促進協会 

（２）アドバイザー 

 ●中山剛士 ：杏林大学附属病院言語聴覚士 

 ●田中勇次郎：都立多摩療育園作業療法士 

（３）実証試験協力者 

 ●田中栄一：国立八雲病院作業療法士 

 ●鴨下賢一：静岡県立子ども病院作業療法士 

 ●岡部優子：㈱アクセスインターナショナル 

開発については、それぞれの開発機関の施設

にて実施した。 
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Ｄ．試作した機器またはシステム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・音声合成組込み開発 

・スイッチI/F開発 

日立ケーイーシステムズ 

 
・アプリケーション開発 

・専用ケース開発 

バンダイナムコゲームス 

 
・実証試験 

・ボランティアサーバ構築 

ｅ－ＡＴ利用促進協会 

 
・プロセス提示支援ツール

組込み開発 

・スイッチ適合ツール組込

み開発 

産業技術総合研究所 

 
全体管理 

バンダイナムコゲームス 

 
・田中勇次郎（ＯＴ） 

・中山剛士（ＳＴ） 

医療系アドバイザー 

 
・田中栄一 

・鴨下賢一 

・岡部優子 

実証試験協力者 

図Ⅰ－１．実施体制図 

図Ⅰ－２．試作機器システム構成図 

ショルダーベルト

トーキングエイド プロセス提示支援ツール
（H21障害者自立支援機器等研究開発）

スケジューラ タイマー

センサボランティアサイト

シンボルキーボード

録音再生ＶＯＣＡ

ハードウェア開発品

アプリケーションソフト開発品

サーバー構築

スキャン入力 音声合成

組込み開発品

タブレット型情報端末
ｉＰａｄ

大型キーボード

専用ケースキーガード

スイッチI/F

スイッチ適合支援ツール
（H20～H21厚生労働科研費）

ショルダーベルト

トーキングエイド プロセス提示支援ツール
（H21障害者自立支援機器等研究開発）

スケジューラ タイマー

センサボランティアサイト

シンボルキーボード

録音再生ＶＯＣＡ

ハードウェア開発品

アプリケーションソフト開発品

サーバー構築

スキャン入力 音声合成

組込み開発品

タブレット型情報端末
ｉＰａｄ

大型キーボード

専用ケースキーガード

スイッチI/F

スイッチ適合支援ツール
（H20～H21厚生労働科研費）
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本目的を達成するために、アプリケーション

ソフト、タブレット型情報端末（ｉＰａｄ）専

用ケース、スイッチI/Fの試作を行った 

各試作機の詳細については、分担報告に記載。 

 

１．アプリケーションソフト 

（１）トーキングエイド 

従来のトーキングエイドの機能を踏襲する

アプリケーションソフトで、実際にトーキング

エイドを利用している当事者からのアンケート

はがき等による要望を反映して仕様を構築した。 

５０音のひらがなキーボードに加えて、カタ

カナ、英数、シンボルキーボードでの入力が可

能で、電子メールの送受信機能も付加した。 

既存トーキングエイドで要望の高かった、長

文作成と文書ファイル管理もできるようにした。 

従来のトーキングエイドで実績のあるキー

入力無効時間等の障害に応じた各種設定は、介

助者によりｉＰａｄの機能アイコンから設定で

きるようにし、利用者が誤って設定を変更して

しまうことが無いようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）録音再生ＶＯＣＡ 

知的能力、文字認識能力等の問題で、トーキ

ングエイドの利用が困難な人のために、４分割、

１０分割に変更可能なシンボルによるコミュニ

ケーションエイドの試作を行った。シンボルは

それぞれ任意の音声合成で発声させることがで

きるとともに、録音再生による発声も可能。 

シンボルは、ソフトバンクモバイル株式会社

の協力のもとにソフトバンク絵文字の利用許諾

を得て、４７１種類のシンボルをジャンル分け

して組み込んだ。又、写真の取り込みや標準フ

ォーマットのシンボルを取り込んで増やすこと

ができるようにした。 

このアプリケーションソフトにより、従来、

トーキングエイドの利用が困難であった知的障

害児（者）、失語症患者の適用が可能となるもの

と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ－３．トーキングエイドアプリ 

図Ⅰ－４．録音再生ＶＯＣＡアプリ 
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（３）スケジュール 

自閉症児（者）の利用を考慮し、１日のスケ

ジュールを時間ごとに設定し、順次表示される

スケジュールの試作を行った。それぞれのスケ

ジュールには任意の写真が貼り付けられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）タイマー 

自閉症児（者）の利用を考慮し、カラーバー

によるタイマーの試作を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５）プロセス提示支援ツール 

記憶障害、注意障害、遂行機能障害を持つ人

に対するアプリケーションとして、作業をいく

つかの要素に分割し、その要素が達成できた時

点で、次の行動のプロセスを動画とテキストで

提示するソフトの組込み開発を行った。 

このソフトは平成２１年度障害者自立支援

機器等研究開発事業での成果をもとに、タブレ

ット型情報端末（ｉＰａｄ）向けに改良を加え、

試作を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ－５．スケジュールアプリ 

図Ⅰ－６．タイマーアプリ 

 

図Ⅰ－７．プロセス提示支援ツール 
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（６）スイッチ適合ツール 

重度四肢麻痺者による外部スイッチ利用の

際に、スイッチの適合性を計測するためのアプ

リケーションソフトの組込み開発を行った。 

このソフトは平成２０～２１年度厚生労働

科研費での研究成果をもとに、タブレット型情

報端末（ｉＰａｄ）向けに改良を加え、試作を

行った。 

 
 
２．音声合成 

開発分担者である日立ケーイーシステムズ

が有する音声合成技術を利用して、トーキング

エイド用に改良を加え、タブレット型情報端末

（iPad）で動作するための組込み開発を行った。 

音声は、男性、女性に男の子と女の子を加え、

流暢で親しみのある音声合成を実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．スイッチI/F 

 筋萎縮性側策硬化症（ＡＬＳ）等の進行性神

経難病による重度身体障害者に対するコミュニ

ケーション機器としての適用を可能とするため

に、外部のスイッチ（センサ）入力で操作可能

なスイッチI/Fボックスを試作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図Ⅰ－８．スイッチ適合ツール 

図Ⅰ―９．音声合成 

 
図Ⅰ－１０．スイッチI/Fボックス 



 11 

４．専用ケース 

身体障害者が利用する上で、十分に保持する

ことができないことによる落下やよだれ等の水

分がかかることを考慮し、耐衝撃性、防滴性を

備えたタブレット型情報端末（ｉＰａｄ）を保

護する専用ケースを試作した。 

又、従来のトーキングエイドが有していたキ

ープロテクタと同等の機能を有するキーガード

の試作を行い、専用ケースに簡易に取り付けら

れるようにした。 

専用ケースには可搬性を考慮して肩掛けベル

トを装着するとともに、VESA規格対応のねじ部

を付加することで、市販のアームに取り付けが

可能となるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ－１１．専用ケース全体 

図Ⅰ－１２．専用ケース分解図 

ゴムカバー 

ベルトフック 

iPad 

Ｏリング ハードケース（下） 

ハードケース

キーガード 

Ｏリング 
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Ｅ．開発方法 

開発については、開発当初の事業計画におい

てそれぞれの開発分担者が開発すべき目標が明

確であったため個々に開発を進め、ある程度試

作ができた段階で、組合せて評価し修正を加え

ていった。 

又、計画の１年目である平成２２年度は、２

年目から実証試験を行うことが可能な試作機を

完成させることを目標に開発を行った。 

アプリケーションソフトについては、ｉＰａ

ｄをプラットフォームに iOS4.2上で動作する

ように開発を行った。 

専用ケースについては、実証試験においてで

きるだけ多くの当事者に参加してもらうことを

前提に、試作機としては多めの数量を確保する

ため金型を利用して製作を行った。 

スイッチ I/Fについては、Bluetoothを利用

しているため、実証試験において一般のフィー

ルドでの試用を前提に、無線機器としての適合

審査に合格するように開発を進めた。 

 
Ｆ．モニター評価 

実証試験については２年目に行う計画で、１

年目となる平成２２年度は、準備期間として実

証試験計画を作成し、倫理委員会の承認及び実

証試験先の選定と承諾を得た。 

又、１施設４名に対して実証試験を実施し、

計画の確認を行った。 

詳細については分担報告の項に記載。 

 

Ｇ．開発で得られた成果 

本開発では、当初目標としていた試作機を開

発することができ、２年目の実証試験に備える

ことができた。 

又、開発の途中段階での公表では、当事者や

中間ユーザから注目されるとともに製品化への

期待を集めた。 

特に特別支援教育の関連では、教育現場にお

けるICTの活用が叫ばれている中で、障害者を

対象に開発されたアプリケーションソフトや周

辺機器が少ないため、本開発における期待度は

大きいものがあった。 

プロセス提示支援ツールについては、自立支

援機器として開発したが、障害者の就労現場に

おける利用も期待できるため、２年目の実証試

験でその有効性を検証することとなった。 

想定外の事項としては、開発途中でiPadのＯ

Ｓバージョンアップやモデルチェンジがありそ

の対応を考慮する必要があった。 

これについては、製品化後もモデルチェンジ

やＯＳのバージョンアップ対応といった課題を

考慮していく必要があり、汎用機器を利用する

上での宿命と感じた。 

 
Ｈ．予定してできなかったこと 

従来のトーキングエイドでは、機器の電源の

ＯＮ、ＯＦＦを当事者自信がキー操作で行うこ

とができたため、本開発でも同様の操作が可能

となる仕様を当初は予定していた。 

しかしながら、iPadの仕様で電源のＯＮ、Ｏ

ＦＦは側面にあるスイッチからしかできず、ア

プリケーションソフトからの制御ができなかっ

たため、本仕様は断念した。 

但し、スリープ時間を設定することで、ある

一定時間の操作が無い場合にはスリープ状態と

なり、表面にあるホームボタンを押すことでス

リープから復帰できるため、当事者が利用する

場合はこのスリープ操作を電源のＯＮ、ＯＦＦ

操作の代替とした。 
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Ｉ．考察 

次期トーキングエイドとして汎用のタブレッ

ト型情報端末（ｉＰａｄ）を利用するという考

え方をもとに、利用者の適用と適応の幅を広げ

ることを目標として開発を進めたが、当初は当

事者にこの考え方を受け入れてもらうには時間

がかかるものと考えていた。 

しかしながら、開発の途中段階での公表にお

いて、多くの当事者や中間ユーザから製品化を

期待する声を多くもらうことで、我々の心配は

杞憂であり、想定以上に早くに浸透するのでは

ないかと思われた。 

又、タブレット型情報端末、特に一般の人た

ちに話題となっている機器ｉＰａｄと同じもの

を使うということが、障害者においてバリアを

感じることなく活用でき、さらには単なる支援

機器から生活を豊かにする機器への期待が膨ら

むという観点から、この取り組みは今後の福祉

機器の開発や配布における新しい事業モデルと

して提案できるものと考える。 

 
Ｉ．結論 

２年計画の１年目と言うことで、当初の目標

どおり実証試験のできるレベルの試作機を開発

することができた。 

試作の段階では、汎用型タブレット端末（ｉ

Ｐａｄ）の利用と対象者を広げるという開発コ

ンセプトに対して多くの当事者や中間ユーザか

らの共感を得ることができたが、実際に当事者

が利用できるかどうかの確認が出来ていない。 

今後、計画の２年目として当事者による実証

試験を十分に行い、ユーザビリティを高めて製

品化を行う予定である。 

今後の課題としては、ｉＰａｄのアプリケー

ションを販売する場合、アップル社のAPPスト

アを介して配信するダウンロード販売という形

式をとらざるを得ず、購入者はハード、ソフト、

周辺機器を別々の流通で購入するという手間が

強いられる。又、従来、専用機として完結した

機器ゆえに認められた「携帯用会話補助装置」

としての日常生活用具給付にも該当せずに当事

者には金銭的負担も増加する。 

以上を踏まえると、１年目で一定の評価が得

られる試作機の開発はできたが、今後、製品化

するためには上記実証試験とともに、販売計画

も同時に精査していく必要がある。 

 
Ｋ．健康危険情報 

１．開発者側 

本開発において、開発者の健康を害するよう

な危険因子は無く、実際の開発においても健康

を害することは無かった。 

２．当事者側 

実証試験において長時間の利用や過度の集中

や緊張による疲労、画面注視による光過敏性発

作の可能性が予見されたが、試験の時間を１時

間以内とする、最小単位ごとに休憩時間を設け

る、明るい場所で行う等の対策を施すことで、

健康を害することは無かった。 

 

Ｌ．成果に関する公表 

●平成２２年１２月１２日 

ＡＴＡＣカンファレンスにて開発途中経過発表 

●平成２３年２月１１日 

信州特別支援教育カンファレンスにて参考展示 

●平成２３年３月９日 

平成２２年度障害者自立支援機器等開発促進事

業成果発表会にて展示 

●平成２３年４月１４日～１６日 

バリアフリー２０１１にて参考展示 
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Ｍ．知的財産権の出願・登録状況 

研究分担報告ごとに記載する。 

 


